
横浜市緑区区政推進課

実施報告書

開催⽇時︓令和５年8月20⽇（⽇）9時30分から16時30分まで（2部制）
実施場所︔緑公会堂

第1部 9:30〜12:30 / 第2部 13:30〜16:30

子どものまちづくりイベント当⽇概要

【SDGs「発表」（6班分）】
・「お店」ごとに取り組んだSDGsを「お店」ごとに「発表」。
・「発表」は事前収録した映像形式でイベント当日大型モニターで放映。

【子ども実⾏委員の出店（６出店）】
・銀⾏・税務署、雑貨、ゲーム、カフェなど実施。

【協⼒企業・⼤学による出展（５者、1⼤学）】
・企業、大学によるワークショップやSDGsの取り組み紹介パネル等の掲出。

子どものまちづくりイベント企業⾒学会概要（協⼒企業2者）

・企業におけるSDGsの取り組みを⾒学。
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１.実⾏委員募集
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子ども実⾏委員募集概要
応募資格︓緑区在住及び在学の小学校3年⽣以上⾼校3年⽣以下の⼦ども
募集期間︓令和５年６月９日（⾦）〜６月25日（日）まで
募集人員︓20名程度
●応募92名、実⾏委員決定22名、最終参加者20名

■募集チラシ おもて ■募集チラシ うら



２.実施概要

■催事名称
Mini Mini MidoriプラスSDGｓ

■開催⽇時
（準備日）令和５年８月19日（土）
（本番日）令和５年８月20日（日）

■イベント実施会場
緑公会堂（横浜市緑区寺⼭町118 ）

■ 参加資格と申込方法
①緑区在住または在学の小学1年⽣以上⾼校3年⽣以下。保護者の付添なしで参加できる⽅。

各回（午前・午後）250人（合計500人） ※応募者多数により抽選で選出
②横浜市電⼦申請システムで申込み 申込期間︓令和５年７月14日（⾦）〜31日（月）

■ 参加費 1回あたり300円（1人各回1回のみの参加）

■準備期間
①運営ミーティング

4/19（水）初回打合せ、4/25（⽕）東洋英和⼥学院大学打合せ、５/2(⽕)公会堂下⾒と打ち合わせ、
５/18（⽊）企業⾒学会 横浜信用⾦庫中⼭⽀店打合せ、6/7(水)企業出展 村田製作所打合せ
6/12(月)企業出展誘致に関する打合せ、6/28(水) 東洋英和⼥学院大学ZOOMで打合せ、7/19(水)企
業⾒学会打合せ、また、企業⾒学会（横浜信用⾦庫中⼭⽀店、スイソテラス運営会社ENEOS株式会
社など）やその他打ち合わせを実⾏委員会の前後に⾏った。

②子ども実⾏委員会（22名→開催⽇に20名に減少）
●1回目7/9（日） 13時〜16時︓緑区役所会議室（オリエンと実⾏委員会）
●企業⾒学会開催 7/26(水)11時と14時より各1時間 水素ステーション（スイソテラス）と横浜

信用⾦庫中⼭⽀店の2か所
●2回目8/5（土） 13時〜16時︓緑区役所会議室（実⾏委員会）
●3回目8/10（⽊） 13時〜16時︓緑区役所会議室（実⾏委員会）
●4回目8/17（⽊） 9時30分〜12時30分︓緑区役所会議室（実⾏委員会）
●5回目8/19（土） 13時〜16時︓公会堂※荒天のため8/14（月）実施回の代替日として実施。

③ ボランティアおよびSDGｓ研究会Comraderyへの説明会
6/28(水)10時〜12時 教授および学⽣ボランティア、研究会学⽣とZOOMで情報共有を⾏った
また、ボランティア担当教授、研究会とは適宜情報共有を⾏った。
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２. 実施実績

■8/20（⽇）実施実績
●実⾏委員 ２０名
●イベント参加者および付き添い者
●午前の部（9:30〜12:30）・・・⼦ども（参加者）２０６人

保護者 ２０１人
●午後の部（13:30〜16:30）・・⼦ども（参加者） １７４人

保護者 １６０人
合計 ⼦ども（参加者）３８０人

保護者 ３６１人
●東洋英和⼥学院大学（以下、東洋英和ボランティアという）・・・９人
●SDGｓ研究会Comradery・・・4人

■実施構成
■主 催︓ 横浜市緑区役所区政推進課
■運 営︓ 株式会社エヌクリエイション
■運営協⼒︓ 東洋英和ボランティア（全体運営・SDGs監修）
■協⼒＆協賛︓東洋英和ボランティア（ワークショップ、パネル展⽰）

株式会社村田製作所（ワークショップ、パネル展⽰）
横浜信用⾦庫 中⼭⽀店（企業⾒学、「銀⾏・税務署」ブース運営補助）
ＥＮＥＯＳ株式会社（企業⾒学[スイソテラス]）
株式会社良品計画[無印良品 500 ビーンズ中⼭]（ワークショップ、パネル展⽰）
株式会社横浜銀⾏ 中⼭⽀店（パネル展⽰）
株式会社ビルド（パネル展⽰、ワークショップ資材提供）

■SDGs監修︓ 東洋英和⼥学院大学 国際社会学部 教授 河野毅、SDGs研究会
Comradery学⽣

■実⾏委員会推進および当⽇運営に関する基本姿勢
●基本方針

日程が限られることと、参加世代の幅を考慮（小学校3年⽣から中学校2年⽣）し、実⾏委員会
の未達回避とSDGsへの理解深度を図りながら進める必要があることを念頭に本事業を推進した。

●運営推進に関する基本姿勢
東洋英和ボランティア（「お店」や「発表」の実務フォロー）とSDGｓ研究会 Comradery学⽣
（SDGｓへの考え⽅をフォロー）を各班に配置し、⼦ども実⾏委員会へのSDGsの考え⽅と「お
店」の運営実務の結びつきを適宜確認し、推進を⾏った。

●「発表」に関する実施概要
「発表」については公会堂のキャパシティ等を考慮し事前に撮影・編集を⾏った動画を開催当日
大型モニターで放映した。

●東洋英和ボランティア SDGs研究会 Comradery学生への効果
学⽣の「学びの場」としてそれぞれに主体的な責任を与えることで、授業より得られる情報をい
かに伝えられるか、実践できる場を提供することを狙った。
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２.会場配置図【2階】
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控室１

控室2

女性トイレ

男性トイレ

多目的トイレ

授乳室

「学校」

兼「６班 カフェ・〇〇」

固定設え「休憩コーナー」
事務所

「ボランティア控室」

「運営控室」

「受付」

求人ボード
（ホワイトボード）

●公会堂内観覧席部分の⾚いアミカケ部分は大人が入れる場所。また、廊下通路は、大人・⼦どもともに
通⾏可。

1班 銀⾏・税務署

ジョブセンター

5班 わくわくショップ 3班 きらきら工作教室

4班 みどりゲームセンター 2班 KTI雑貨店

➀ ② ③ ④ ⑤ ⑥

➀②東洋英和ボラ
③事業者
④⑤⑥職員

モニター

モ
ニ

タ
ー

名簿による参加者受付参加費徴収

2027横浜国際園芸博覧会
PRコーナー

上り専用下り専用



２.会場配置図【３階】
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1号会議室

2号会議室

3号会議室

4号会議室

村田製作所

東洋英和

無印良品 500 ビーンズ中山

●公会堂内観覧席部分の⾚いアミカケ部分は大人が入れる場所です。また、
廊下、通路は、⼤人・子どもともに通⾏できます。

●企業展⽰・ワークショップエリアへの⼤人⼊場は不可。

企業展⽰・ワークショップエリア

↑
大人は進入禁止

企業・⼤学のSDGｓの取り組み・配架物

モニター



■第1回子ども実⾏委員会【7月９⽇（⽇）13時〜16時】
●参加者 ⼦ども実⾏委員︓19人／株式会社エヌクリエイション︓３人／東洋英和ボランティア

４名、 Comradery８人／東洋英和⼥学院大学 教授、准教授３人／緑区３人

■内容
１.Mini Mini MidoriプラスSDGｓ主催者挨拶、関係者挨拶
２.実⾏委員⾃⼰紹介
３.事業の全体概要説明

・まちづくり「お店」、SDGs「発表」の概要説明
・今後の実⾏委員会スケジュール説明

４.まちづくり「お店」内容説明
５.SDGs概要説明
６.SDGs「発表」内容説明
７.宿題（課題）の説明・・・⾃身が想定する「お店」のSDGｓへの取り組みをイメージ。
※班分けは第2回実⾏委員会開催時に発表することとなった（「お店」の業種による振り分けを主催

者で⾏うこととした）。

■「お店」についてのリクエスト収集
●実⾏委員の⾏いたい「お店」のリクエストを収集し、第2回実⾏委員会での班分けの材料とした
（班分けは、同種の内容の実⾏委員を同じ班にすることで、SDGｓを考える上での総意を出しやすい

班づくりとした）。

■子ども実⾏委員への“気づきノート”「実⾏委員会ノート」を配布
●今後の実⾏委員会の情報や、決めたこと、考えたことを記入するノートを配布した。

３.子ども実⾏委員会記録︓第1回子ども実⾏委員会

7※実⾏委員会ノート（イメージ）

オリエンテーション



３.子ども実⾏委員会記録︓第２回子ども実⾏委員会

■第2回子ども実⾏委員会【８月５⽇（土）13時〜16時】
●参加者 ⼦ども実⾏委員18人／株式会社エヌクリエイション︓４人／東洋英和ボランティア

６人、 Comradery３人／東洋英和⼥学院大学 准教授２人／緑区３人

■内容
１．あいさつ
・今日のながれについて
・「お店」（班分け）決定
２．「発表（動画）」作成

・「お店」ごとにSDGsテーマ、テーマ理由、取り組みなどを決定
３．「お店」話し合い①（販売物などの決定）

・役割分担、店⻑選出→決定、販売毎の担当など決定
・通貨「ミ＄」についてのルールや説明など
・商品、商品の数、値段、商品づくりに必要な物品を決定 ※30〜80ミ＄程度がよい

４．「お店」話し合い②（アルバイト、「お店」レイアウトなどの決定）
・アルバイト内容、人数、アルバイト代などの決定

５．「お店」ごとに決まった店名、販売物、取り組むSDGｓを発表（店⻑ごとに発表）
６．第3回実⾏委員会のながれについて
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SDGsの基礎を学ぶ

「お店」について発表

「お店」とSDGsの関係性を学ぶ

SDGsと「お店」の取り組みを決めます



2班商品を試作

３.子ども実⾏委員会記録︓第３回子ども実⾏委員会

■第3回子ども実⾏委員会【８月10⽇（木）13時〜16時】
●参加者 ⼦ども実⾏委員︓１７人／株式会社エヌクリエイション︓５人／東洋英和ボランティア

８人、 Comradery２人／東洋英和⼥学院大学 准教授２人／緑区３人

■内容
１．あいさつ

・今日のながれについて
２．「SDGｓ発表（動画）」作成

・発表ボード作成と発表練習→出来上がった班から撮影（3班分の撮影を実施）
３．「お店」作成➀

・前回決まらなかったことを決める
（店⻑や役割分担、「お店」のレイアウトイメージなどの決定した。）

４．「お店」作成②
・商品の作成
・アルバイト募集チラシや商品の宣伝など、運営に必要なものを作成した。

５．発表
・今日の実⾏委員会で決定したこと、⾏ったことを発表

６．第４回実⾏委員会で⾏うこと
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1班宝くじを作成

3班商品を試作 4班店⻑をみんなで決めます



３.子ども実⾏委員会記録︓第4回子ども実⾏委員会

■第4回子ども実⾏委員会【８月17⽇（木）9時30分〜12時30分】
●参加者 ⼦ども実⾏委員︓19人／株式会社エヌクリエイション︓４人／東洋英和ボランティア4人、

Comradery２人／東洋英和⼥学院大学 准教授２人／緑区３人

■内容
１.挨拶〜第４回実⾏委員会 本⽇のスケジュール説明

・第3回から繰越作業について
（発表未撮影班の撮影、商品、販売資材の作成など）

２.イベント開催に関するお知らせ
・「銀⾏・税務署（1班）」の資⾦について・・・販売で得る資⾦が少額なため「給料」として⽀

給する旨を確認した。
・Mini Mini MidoriプラスSDGｓで使用できるミ＄について・・・以前の開催時の事業から繰り

越して所持している参加者や実⾏委員のミ＄について当事業では使用できない旨周知した。
・イベント当日（8/20(日)）の注意事項（集合時間、持ち物など）

３.「お店」作成〜未決定事項の決定〜
・第3回実⾏委員会で決まっていない事項の決定

「お店」のレイアウトやアルバイト求人チラシの作成や商品のPOP、店舗設えなど運営や装飾に
関わることを作成。

※「発表」撮影は未撮影の３班分を⾏った。

4.荒天で繰り越された代替⽇（8/19）の実施概要（第5回実⾏委員会）の実施内容説明
（集合時間、集合場所、作業内容など）
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2班商品作成 4班ツール作成



３.子ども実⾏委員会記録︓第５回子ども実⾏委員会

■第５回子ども実⾏委員会【８月19⽇（土）13時〜16時】
※8/14(月)荒天のため延期した代替日として実施
●参加者 ⼦ども実⾏委員︓15人／株式会社エヌクリエイション︓５人／東洋英和ボランティア７

人、 Comradery４人／東洋英和⼥学院大学 准教授３人／緑区３名

■内容
１.実施場所が緑公会堂であるため、実⾏委員は各班の配置場所で商品作成や、アルバイト募集チラ

シの作成、陳列などを⾏った。また、銀⾏・税務署（1班）は宝くじの当選番号の仕込みやミ
＄へのスタンプ押印を⾏った。

２.各管理書面の配布と記入⽅法、提出タイミングや、企業・団体においては「納税」のタイミング
を周知した。

■会場設営に関して
１.9時から13時を会場設営時間とし、椅⼦テーブルの配置、モニターの設置、展⽰パネルの配置を

⾏った。
２.設営は東洋英和ボランティアとSDGs研究会 Comradery学⽣に協⼒いただき実施した。
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1班準備（ミ＄へのスタンプ）

5班準備

2班会場準備

4班準備



４.「発表」展開概要
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概要
実⾏委員会開催中5回において「お店」業務とSDGｓの関連性について、およびそのSDGsについての「発表」制作。

「発表」内容・⼿法
【「発表」内容】
●班ごとに分かれた「お店」で決めた内容の発表を⾏った。
●「発表」は、Ａ３用紙程度所定の用紙に実⾏委員会開催中に記入し、記入用紙と共に班ごとに発表。
・・・テーマ→「お店」単位で取り組むSDGsのテーマを決めます（記載）。
・・・選んだ理由と取り組むとこうなる（こうなってほしい）。
・・・テーマに基づく班（「お店」）として取り組むSDGｓに係る内容を記載。
●発表⽅法は事前に所定用紙と共に班員全員で動画収録を⾏い、イベント当日会場に設置した大型モニター（65型）で放映。

※発表⽅法の演出は実⾏委員の⾃由な演出とした（テーマ等の記載概要は統一）

※「発表」シート



４. 「発表」ボード 1班
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４. 「発表」ボード ２班
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４. 「発表」ボード ３班
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４. 「発表」ボード ４班
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４. 「発表」ボード ５班
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４. 「発表」ボード ６班
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５.売上およびワークショップ等参加実績

25

班名 午前 午後
１班「太陽銀⾏」（「銀⾏・税務署」）
「宝くじ販売」＠40ミ＄×合計200枚販売 100枚 100枚
２班「KTI雑貨店」 1230ミ＄ 1210ミ＄
３班「キラキラ工作店」 1600ミ＄ 1520ミ＄
４班「みどりゲームセンター」 4780ミ＄
５班「わくわくショップ」 3640ミ＄ 1640ミ＄
６班「カフェ・〇〇」 8330ミ＄ 15040ミ＄

※午後の売上報告は任意

名称 午前 午後 合計
村田製作所 180
東洋英和⼥学院大学 61 99 160
無印良品 500 ビーンズ中⼭ 78 72 150

180

企業・学校ワークショップ参加実績（人）

※公共機関の為売上は記録せず

班別売上実績(ミ＄）



６.企業⾒学会 全体概要

27

概要
・事業者によるSDGｓへの取り組みを学ぶことを目的とする⾒学会を実施。
・事業者は、横浜信用⾦庫中⼭⽀店（⾦融）とENEOS株式会社「スイソテラス」（脱炭素）。
・移動にはマイクロバス（25名乗⾞）を使用。２チームに分け中⼭と綱島の会場を移動し実施。

実施内容
概要実施時間・参加者数名称

⾦融（お⾦の学校）①11:00〜12:00・10名／②14:00〜15:00・11名横浜信用⾦庫 中⼭⽀店

ENEOS 水素ステーションの紹介①11:00〜12:00・11名／②14:00〜15:00・9名スイソテラス

⾒学会スライドイメージ
横浜信用⾦庫 中⼭⽀店
「お⾦ってなんだろう︖
〜横浜信用⾦庫とSDGsについて〜」
スライド約17枚

スイソテラス
「ENEOS 水素ステーションの紹介」
スライド約20枚



6.企業⾒学会 ⾒学会ノート（横浜信用⾦庫中山⽀店）-1
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6.企業⾒学会 ⾒学会ノート（横浜信用⾦庫中山⽀店）-2
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6.企業⾒学会 ⾒学会ノート（スイソテラス）-1
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6.企業⾒学会 ⾒学会ノート（スイソテラス）-2
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7.制作物デザイン-1
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当⽇配布チラシ
参加者、来場保護者に対し、公会堂内の利用⽅法や⼦どものまちへの入場⽅法、班ごとのSDGs発表テーマや販売予定メニュー
など記載したA3両面フルカラーのチラシを1000枚作成し、入場時に配布した。



7.制作物デザイン-2
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ミ＄紙幣
銀⾏・税務署1班によりデザインを⾏った。（10ミ＄＝3500枚、50ミ＄＝2000枚、１００ミ＄＝500枚）

預り証
納税時など多額の紙幣を両替する手間を省くため小切手の
ように運用する「預かり証」を作成した。

区⺠証
区⺠証（裏面はジョブカード）をストラップ式のOPP袋に入れ入場時に配布



8.サインデザイン-1（以降のページは「実施計画書（マニュアル）」より抜粋）
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8.サインデザイン-2
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お持ち込み

村田製作所➀（w594) 村田製作所②（w594)



8.サインデザイン-3
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10.参加者参加概要（受付業務）

40

概要
・参加は事前申込。
・参加料は1名300円（受付で徴収）。
・午前と午後の部で参加者を入れ替制で実施。
・大人の「⼦どものまち」会場への入場はできません。公会堂観覧席でご覧いただきます。
※大人の通⾏制限動線あり詳細は会場図参照。

受 付

公会堂2階エントランス
に配置

①申込リストで照合の後、⼊場者リストバンドお渡しする。
➁⼤人観覧場所の説明を⾏う。
③参加費徴収（300円）
④「こどものまち区⺠証」と資⾦50ミ＄の配布
⑤当⽇チラシ（A3二つ折り）※参加者にも配布
➡参加者（⼦ども）は入場したら、エントランス「学校」ブースへ移動する旨お伝えして
ください。

学 校
公会堂2階エントランス

に配置

①フリップボードを使用し参加方法（楽しみ方）の説明
➡参加⽅法を⽰した後、公会堂2階ステージにある「銀⾏・税務署」ブースへ移動する旨お

伝えする。

銀⾏・税務署

2階ステージ
に配置

＜もらう＞
①区⺠税の徴収・・・区⺠税10ミ＄の徴収と徴収チェック（区⺠証にスタンプ押印）

※⼊場時に参加者全員が実施する。
②午前の部終了時にすべての「お店」・ワークショップの売上から10%の税⾦徴収→徴収

残⾦はミ＄紙幣または預かり証の発⾏で対応
＜はらう＞
①アルバイト報酬の⽀払い・・・ジョブカードに記載の⾦額（ジョブカードに記載の⾦

額）
＜その他業務＞
①両替
②納税後残⾼「預かり証」の発⾏と、「預かり証」からのミ＄紙幣化
➡アルバイト希望者へ隣接するジョブセンターへ移動する旨お伝えしてください。

ジョブセ
ンター

2階ステージ
に配置

①ジョブボードの設置したアルバイト求人を基に
アルバイトを探す。希望の「お店」があった場
合、ジョブセンタースタッフに希望を申し込も
を⾏う。

➁アルバイト希望者への「ジョブストラップ」渡
しとアルバイト終了後の回収。

③ジョブストラップ残数によるお⼿伝い満員状況
に確認と満員等のアナウンス。

④アルバイト情報の問い合わせ対応（内容、対象
年齢や報酬、時間など）

公
共
機
関

あそぶ︕ アルバイトする︕

・初期資⾦を基に、好きな「お店」
で楽しむ。

・お⾦（ミ＄）が無くなったら、
ジョブセンターでアルバイトを探
して、アルバイトを⾏い、報酬の
ミ＄を獲得。

・アルバイトは「お店」以外も募集
します。

※アルバイト代に税⾦はなし。 ・「お店」でアルバイトを⾏います。（最⼤20分間）
・報酬としてミ＄を銀⾏・税務署で⽀払います。

お
店

繰
り
返
し

その他
・大人はイベント会場に入れないため（観覧席のみ入場可能）参加者（こども）が大人エリアに入場し用件を済ませてください。

※緊急事態（病気、けがなど）は除きます。また、大人が会場内に進入を希望した場合は、職員、責任者の確認が必要です。
・公会堂2階エントランスロビーに休憩場所兼救護所（看護師不在）を設置。具合の悪い⽅や、休みたい⽅については、そちらを

ご案内。



10.受付・⼊場⼿順（総合案内業務も兼務）

41

受付⼿順(受付開始は各部ともイベント開始15分前)
受付参加者は事前申込となる為、受付で参加者名簿と照合を⾏います。
入場の確認を⾏った後の作業として↓ ↓ ↓

➀参加費徴収（300円）
参加1名につき参加費300円を徴収してください。
※釣銭は別途用意します。領収証の発⾏はなし。

②⼊場者リストバンド
入場者リストバンド（午前⻘色、午後緑色）を参加者に渡し、腕に巻いていただく。
同時に前項にある配布チラシも保護者と参加者にお一人1枚（乳幼児は除く）渡す。

③区⺠証と資⾦50ミ＄のお渡し
入場者（イベントと参加者）に対し「こどものまち Mini Mini MidoriプラスSDGｓ 区⺠証」を渡す。
その際区⺠証にセットされた初期資⾦50ミ＄もセットでお渡し。

※区⺠証の裏側は、ジョブカード。

④⼤人観覧場所の説明
本イベントでは、大人（保護者など）の会場内動線、入場制限がある旨お伝える。
・観覧場所・・・・観覧席のみ
・通⾏動線・・・・公会堂2階部分アリーナの一部通路と観覧席および館内通路
※規制表⽰があるので従っていただく。
※企業・団体展⽰エリアへの入場は不可。

➡以上の流れで受付終了となり、受付を終了したら・・・
●参加者（⼦ども）→2階エントランスにある「学校」ブースへ移動する旨お伝えし待機していただく。

（学校ブースでは遊び⽅やルールをフリップを使用し説明）
●大人（保護者）→→観覧席をご案内（2階からも入場可能）

その他業務
●落とし物、迷⼦対応（館内放送含む）

館内の落とし物や迷⼦について受付に持ってきてください。
館内放送の依頼は事業者スタッフに⾏ってください。

●傷病者対応
隣接する休憩コーナーを使用してください。
また、けが等救急要請が必要な場合は、適宜救急要請をしてください。※くれぐれも緊急要請が先にお願いします。報告等
は後で構いません︕

⼿配先数量用途仕様名称

館1式テーブル２、椅⼦４1800×450テーブル・椅⼦

N1式500×4、100×10、箱2収納箱含む釣銭

N１枚450カク、スタンドブースサイン

N1式質問メモなど汎用的に使用ペン５、付箋３、メモ５筆記用具類

N250枚A4アンケート用紙（大人）

N250枚A4アンケート用紙（⼦ども）

N300本ペグシル

主１式※取扱い注意受付リスト

N1000枚午前の部⻘500、午後の部緑500リストバンド

N500枚区⺠証

N700枚A3二つ折り配布チラシ

N50×500
＝2500枚500名分50ミ＄（10ミ＄札×５枚）資⾦



10. 「学校」ブース-①
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概要
参加者に対しイベントの楽しみ⽅をフリップを使用し説明します。

説明フリップ
スライド１ スライド2

スライド3 スライド4

スライド5 スライド6

人員体制・業務内容・・・東洋英和ボランティア3ポスト



10. 「学校」ブース-②

43

スライド8 スライド9

スライド10 実施内容
●実施はおおむね10名以上の入場者が集まったら実施してく

ださい。
●1つの説明は1名で対応し合計4セットのフリップを用意しま

す。
●混雑は受付開始より約30分程度がピークとなります。



10.「銀⾏・税務署」ブース 業務-①

44

概要
イベント内通貨の換⾦と入場時資⾦をお渡しします。
●入場時・・・税⾦の徴収（区⺠税解いて一律10ミ＄を徴収し区⺠証にチェックをする）
●アルバイト代の⽀払い

・・・・イベント内の「お店」の手伝いを⾏った参加者が持ってくる「ジョブカード」に記載された額のアルバイト
代をお渡しします。

●両替・・・・・参加者の希望⾦種により両替を⾏います。（10、50、100ミ＄の3種類）

銀⾏・税務署 業務内容
●⼊場時窓口業務

⼊場者が窓口に来場・・・10ミ＄を徴収し、区⺠証に⽀払チェック（スタンプ押印）を⾏う。

●アルバイト代の⽀払い時窓口業務
・アルバイトが済んだ参加者がが窓口に来場・・・区⺠証裏側のジョブカードの提⽰を求めてください→ジョブカードに記

載してる⾦額を⽀払い、チェック欄にチェックマークを入れてください。

●アンケート記⼊者への対応業務
・区⺠証にミドリンスタンプがあることを確認し、その横にチェック（✓）をつけ、報酬10ミ＄を渡す。

●納税業務と預かり証の発⾏
①売上⾦の預かり・・・各「お店」・企業ブースが午前の部終了後、売上⾦を持ってきます（「お店」5店、企業3社分）
②税⾦の徴収・・・・・売上⾦の10％の「税⾦」を徴収してください。（端数四捨五入）
③預かり証の発⾏・・・売上⾦をもらった代わりに「預かり証」を発⾏してください。
④現⾦で⽀払い・・・・預かり証の代わりにミ＄が欲しいという⽅には希望額のミ＄を渡してください。
※預かり証にする意図は・・・・

ミ＄で「お店」に返すと銀⾏で使用するミ＄紙幣の量が減ってしまいます。（ミ＄紙幣の発⾏数の上限があるため）なる
べく「預かり証」で渡してください。

※「お店」の売り上げ処理は︖・・・
「お店」の売り上げは、「お店」を運営している実⾏委員の「儲け＝実⾏委員の遊ぶ資⾦」となり実⾏委員が当イベント
使用できるお⾦になります。
よって、税引き後のミ＄は・・・

①ミ＄紙幣にする※上記にあるように使用する分のみミ＄として、残⾦は「預かり証」を発⾏。
②預かり証にする

以上の、2つの⽅法となります。
※午後の部の税⾦徴収はどうする︖

午後の部終了後はイベント⾃体終了してしまいますので、売り上げはそのまま預かってください。また、税⾦徴収もあり
ません。

人員体制・業務内容 1班４名、横浜信用⾦庫中⼭⽀店２名、東洋英和ボランティア１名、事業者1名



10.ジョブセンターブース 業務-②
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概要
●アルバイトを希望している参加者に希望のアルバイトの「お店」を紹介と募集と求人管理。
●希望者に該当する「お店」の「ジョブストラップ（アルバイトのあかし）」を渡し、お店や各募集先に⾏って、アルバイト

をしてもらってください。
●アルバイト終了後「ジョブストラップ」は必ず返却。

業務内容
【ジョブボード（アルバイト求人チラシ貼り出しの管理）】
・所定のボードへの募集チラシの貼付管理（募集チラシは各募集先の「お店」などで作成し持ち込まれる）。
・定員になったら募集チラシは一時的にはがし（露出しない）てください。
・イレギュラーとして当日発⽣した募集のアルバイトについては、所定事項を記入しジョブボードに掲出してください。
＜記入所定事項＞

➀店名
②アルバイト内容
③アルバイト時間
④アルバイト代

【ジョブカード】→参加者には⼊場時区⺠証の裏側として渡します。
・区⺠証の裏側にジョブカードが印刷されています。
・アルバイト先が記入する、報酬と報酬の渡しを確認するカード。

【ジョブストラップ】
・アルバイトを⾏う参加者には必ず渡し、アルバイト中は着用してもらってください。

また、アルバイト終了後は必ずジョブセンターへの返却を周知して下さい。

【アルバイト求人チラシ（募集の終了）の収納】
・イベント終了15分前になったら、募集チラシの貼ってるボードは裏返し（募集を隠す）にしてください。募集を終了しま

す。

ジョブストラップイメージ ジョブカードイメージ

人員体制・業務内容(運営は東洋ボランティア＋アルバイト2ポスト)



10.ジョブセンターブース 業務-②
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参加フロー

「お店」の検索
＜参加者＞

アルバイトをする内容・対象年齢などが書かれている「ジョブボード」に貼付されているアルバイト募集チ
ラシを参照し、参加者はアルバイトしたい「お店」や仕事を選ぶ。※求人チラシは、「お店」や募集先が作
成。

希望の「お店」を
告げる

＜参加者＞
希望の「お店」・職種をジョブセン
タースタッフに告げる。

アルバイトしたい「お店」が決まったら・・・

空き状況
の確認

＜スタッフ＞

希望の「お店」・職種の空き状況を確認する。
※「お店」ごとに募集数のジョブトラップを確

認する。
※対象ストラップの残があればお手伝い可能。

なければ不可能

アルバイト可能な
「お店」が決まったら・・・

アルバイト可能な「お店」が
決まらなかったら・・・

「お店」再検索
＜参加者＞

再度「お店」や仕事をジョブボードで探し、決
まったらスタッフに確認します。

「お店」へ
⾏って

アルバイト
＜参加者＞

「お店」や募集先に⾏って、アルバイト。
※スタッフは終了したらジョブカードに所定

事項の記入を忘れずに確認。

再びスタッフに
状況を確認

仕事が終わったら・・

ジョブ
センターへ
＜参加者＞

ジョブセンターへジョブストラップを返却
→
次は「銀⾏・税務署」でアルバイト代をジョブカードを参照し該当する報酬ミ＄を受け取り︕
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１.まちの基本事項
＜⼊場（参加）基本事項＞
・初期資⾦のお渡しについて・・・「受付」業務

●参加者（事前応募の午前・午後各最大250名）は、入場受付時に初期資⾦として50ミ＄を受付でお渡しします。
●同時に「区⺠証」と裏面「ジョブカード」も併せてお渡しします。

・「学校」について・・・「学校」ブース業務
●受付後、参加者は2階エントランスに設けられた「学校」でMini Mini MidoriプラスSDGｓの楽しみ⽅をフリップを使用し

た説明を受けます。

・区⺠税の⽀払いについて・・・「銀⾏・税務署」ブース
●参加者は、会場内ステージ上の「銀⾏・税務署」ブースで10ミ＄の区⺠税を⽀払います。⽀払資⾦は受付でもらった50ミ

＄より⽀払い「区⺠証」の所定の場所にチェック（スタンプ押印）します。
※区⺠税の⽀払いがない方はMini Mini MidoriプラスSDGｓで遊ぶことはできません。

・「お店」の運営と販売、納税について・・・「お店」
●実⾏委員による「お店」を実施。（午前・午後共に同一内容の販売やサービス）
●「お店」での販売には管理表への記入や売り上げの収納を⾏う。
●アルバイトの募集、受け入れを⾏う。
●午前・午後の部終了時に売り上げより税⾦を10％「銀⾏・税務署」で収める。
※⼦ども実⾏委員の出店は５店となりますが、各店で販売する内容や商品・サービスは複数あります。

２.店舗の業務内容
【管理関係】※子ども実⾏委員出店のみ記⼊
・売上管理表への記入（次項参照）・・・所定の記載事項を随時記入。

午前の部終了時に銀⾏・税務署に売上⾦と一緒に収めてください。
【アルバイトの募集関係】
・事前に作成したアルバイト求人チラシに基づいて募集を⾏います（募集は「ジョブセンター」が⾏います）
・イベント中のアルバイト募集は、「ジョブセンター」スタッフに相談して新規に掲出してください（イレギュラーも対応しま

す）
※記入用件は事項にある「アルバイト募集に関すること」を確認し作成してください。
※企業ブース（3階）やその他のアルバイトも募集しています。

【アルバイト受⼊れ関係】
・アルバイト希望者にお仕事をお願いしてください。※最大20分
・アルバイトする人にきちんと内容（アルバイトをお願いすることがら）を伝え、はじめは一緒にやってください。
・アルバイト募集の終了はイベント終了15分前まで。

【アルバイト終了時の業務】
・ジョブカードへの所定事項の記入

アルバイトをした人の持っているジョブカードに以下のことを必ず記⼊してください︕︕
➀アルバイトをした店名（班）
②アルバイト代の⾦額

・ジョブストラップのジョブセンターへの返却も促す。
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１.募集概要
●「お店」や出展団体などでアルバイト募集を⾏う。
●記載フォームはありませんので⾃由にデザインした求人チラシを作ってください。以下の「求人チラシ作成概要」を参考に

してください。
※求人する「お店」や団体ごとに1枚の求人チラシにしてください。（アルバイト内容が多い場合は複数でも構いません）

●求人チラシはイベント当日ジョブセンターに持ってきてください。
●終了した求人はジョブセンターへ速やかに連絡してください。

２.求人チラシ作成概要
【用紙仕様と記載方法】
・A4サイズ（縦横は⾃由です）1枚（募集内容が多い場合は複数でも可）
・デザインに関しても⾃由に作成。
・用紙の色は⾃由ですが「⾚い紙にピンクの字」「緑紙に⻘い文字」など⾒づらくならず、⾒易さに配慮してください。また、

難しい漢字には読み仮名を振ってください。
・イラストをデザインしても構いません。

【募集記載要件4項目】
①店名または団体名
②対象年齢（あれば）
③アルバイト時間と内容（簡潔にお願いします）および募集人数
④アルバイト代⾦（時間ごとに異なる場合はそのことも記載）

例）受付 20分 50ミ＄ など

３.その他のアルバイトルール
●アルバイトの時間は最大20分まで。
●アルバイトの報酬は最低10ミ＄、以降10ミ＄単位として、最大100ミ＄。
●参加者（アルバイト）の作業での危険な作業⾏為は禁止。

・熱のあるもの（臭気を伴うもの）
・刃を伴うもの
・尖ったもの
・⻑時間の⽴ち仕事や体⼒を消費させるもの
・20分間の単純作業や体温変化をきたすもの など

※求人内容によりアルバイト内容の変更を相談する場合がありますのでご了承下さい。
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①株式会社村田製作所
・ブースタイトル 「村田製作所 電子工作教室」
・実施場所 公会堂3階 会議室
・実施内容 太陽電池を使った工作キットを使用した工作教室の実施
※運営は出展事業者様による運営です。

②東洋英和⼥学院⼤学
・ブースタイトル 東洋英和⼥学院⼤学 「竹を使った工作教室」
・実施場所 公会堂3階 会議室
・実施内容 竹を素材としたワークショップを実施します。夏を彩る涼しいものづくりを体験してください。
※運営は出展事業者様による運営です。

③無印良品 500 ビーンズ中山
・ブースタイトル 間伐材デコレーション工作教室
・実施場所 公会堂3階 会議室
・実施内容 横浜市水源林の間伐材や株式会社ビルド提供のタイル等の廃材を使用したワークショップを実施
※また、運営は出展事業者様による運営です。
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概要
・来場者の「大人」「⼦ども」向けに2種類のアンケートを実施。
・参加者にはアンケートに記入（回答）していただき、参加者アルバイトに用紙を渡していただきます。その際区⺠証にミド

リンスタンプを押印し銀⾏・税務署で区⺠証を提⽰すると１０ミ＄を進呈。
・大人向け取得⽅法は、受付時に用紙と筆記用具を配布し、記入（回収は退場時に回収ボックスに投函していただく）。
・アルバイトの起用・・・配布要員として参加者よりアルバイトを４名程度募集（報酬＝15分30ミ＄）
・収集⽅法・・・①大人版➡受付時に用紙と筆記用具を配布午前・午後で合計50名を目標とします。また、回答者にはボール

ペンを進呈します。回収は受付に回収ボックスを設置
②⼦ども版➡参加者のアルバイトにより収集

アンケート用紙（⼤人用）
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参加者（子ども）アンケートの集計

■回答者人数
１回目：61人
２回目：55人
合計：116人

１ あなたは何歳ですか。 ２ 来年もミニミニミドリプラスSDGsに参加したいですか。

３ー１ 面白かったお仕事を教えてください。

３−２  面白かったお仕事を教えてください（理由・抜粋）。
・ちょっと緊張したけどやったかいがあった。
・宣伝だけだったけどやったらお客さんが来てくれて嬉しかった。
・みんなと少し話すのが楽しい。
・⾯⽩かったです。店⻑が優しかったから。
・みんなが来てくれて楽しかったです。
・みんなが楽しそうにやってくれるから。
・普段自ら大人の人に声をかけていく機会が少ないから。
・みんなが商品を買ってくれたからです。
・みんなが集まってくれたから。
・ジョブセンターに集まっている人を助けられるから。
・お金がいっぱいもらえたから。
・ロボット足磨きの音が気持ちかったから。
・お金を稼いでジュースや食べ物を買うのが⾯⽩い。
・宣伝してお店に来てくれたから。

４ 来年もミニミニミドリが開催されるとしたら、「こんな仕事が
あったらいいな」と思うアイデアを教えてください（抜粋）。

5人

19人
22人

24人

31人

8人
5人

1人 1人
0
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35

６歳 ７歳 ８歳 ９歳 １０歳 １１歳 １２歳 １３歳 １４歳

参加した
い

93.9%

参加したくな
い

6.1%

参加したい
参加したくない

0人
1人
1人

2人
2人

5人
6人

7人
8人

10人
12人
12人

13人

0 2 4 6 8 10 12 14

東洋英和女学院大学
太陽銀行・税務署

無印良品
案内誘導
交通整理

わくわくショップ
きらきら工作店

村田製作所
カフェ・○○

アンケート調査
KTI雑貨店

みどりゲームセンター
JOBセンター ・いろんな物を作って子どもにプレゼントしたい

・画用紙に絵を描いてそれをもって帰る
・新聞を自分で書くところ（最新情報を）
・警察
・クレープ屋さん
・食べ物屋
・ビーズアクセサリー
・ラーメン屋さん
・音楽
・消防士
・スポーツ選手
・病院
・ケーキ屋
・タクシーかバス運転手
・放送局はあった方が賑やかで楽しい
・地球の仕組みが分かるもの
・ヨーヨー釣り屋さん
・ピアノを弾いて聞かせる
・理科の実験
・カジノ
・絵を描く
・工作でロボットを作る
・植物系のもの
・花屋とか
・クイズの店
・夏祭りの屋台に出てくるりんご飴、綿あめを作る仕事などです
・クレーンゲーム
・「心アップ」という店で人の手伝いなど優しいことをする仕事です。
みんなの心が優しくなるからです

参加したい：107人
参加したくない：７人
無回答：2人

12.アンケート集計（子ども）-①
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12.アンケート集計（子ども） -①
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9 あなたはSDGsに興味や関心がありますか。 10 あなたは普段、SDGｓの目標達成に向けて意識的に行動していますか

興味や
関心がある

89.8%

興味や
関心がない

10.2%

意識的に行動している：47人
意識的に行動していないが、

今後は意識していきたい：61人
意識的に行動していないし、

今後も意識するつもりはない：３人
無回答：５人

意識的に
行動している

42.3%

意識的に行動し
ていないが、

今後は意識して
いきたい
55.0%

意識的に行動
していない
し、
今後も意識す
るつもりはな
い
2.7%

関心がある：97人
関心がない：11人
無回答：８人
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大人アンケートの集計

■回答者数
１回目：56人
２回目：89人
合計：145人

１ お住まいについて 2 年代について

３ 子どもを参加させたいと思った理由を教えてください。

・実際に職業体験のようなこと、お金（ミドル）を用いて学べる点
・働くこととお金を使うこと両方が学べる。
・色々体験できて、自主性がついて楽しそう。
・働くことが大変ってことがわかる。
・子どもだけで最後までやり遂げるところ。
・運営まで子どもが深く関わる点。
・大人が口出しせず、子どもたちが教えあって協力して参加している点。
・働いてお金を稼ぎ、使うという仕組みが分かりやすい。
・地域や子ども、企業を巻き込んだ意欲的な企画である。

・子どもが自主的に働くことを体験できる点。SDGsについて意識できる点。
・３回目の参加です。初めてやっているところを見れてうれしいです。

・大人が必要以上に手を出さないことで自分で考えて行動できたと思います。
・お給料でどんなものに使うのか、自分で考えられる点。仕事の選び方。

4 イベントの良かった点を教えてください。（抜粋）
・子どもが親と離れて、自分で考えてお店を回ったり、並んだりして行動できたとこ
ろがよかった。大人が介入しないところがよい。

・お店で働いたりお金をもらって遊んだり楽しくSDGsについても学べていいなと思
いました。

・実行委員で参加しました。企業見学やSDGsについて考える機会ができたことがよ
かったです。

・必要に応じて大人スタッフがアナウンスを入れていたところ。JOBセンターの列と
銀行の列と。

・子どもはまち（社会）の全体感をイメージできるようになるところ。働いてお金を
もらえること。

・たくさんの人の中で自分が聞きたいことを人を探してたずねるなどコミュニケー
ションの練習にとてもよかったから。

緑区内
97.9%

緑区外
2.1%

1人

37人

98人

9人
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120

20代 30代 40代 50代

子どもが来たいといったから：51人
子どもが喜ぶと思ったから：25人
子どもに良い影響があると思ったから：40人
知人に誘われたから：５人
無効票：22人

子どもが来たいと
いったから

42.1%

子どもが喜ぶ
と思ったから

20.7%

子どもに良い影響
があると思ったから

33.1%

知人に
誘われたから

4.1%

緑区内：142人
緑区外：３人
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6ー1 来年も「Mini Mini Midori プラス SDGs」を実施してほしいと思いますか。

●「実施してほしい」の理由 ●「どちらでもよい」の理由

・子どもたちがまちを作り運営をしていくシステムがとてもよい。 ・普通にミニミニミドリを行ってほしい。
・お金と経済・SDGsを知る機会になる。
・生きていくのに必要なことが学べるので。
・運営も子どもたちで行い、自主性が養えると思うため。 ・SDGsはあまり無理に結びつけなくてもよいのでは？
・地元で友達と参加できるイベント。とてもありがたい。
・SDGsをより身近に感じて実行できるから。
・夏休み⻑いのでイベントがあると助かる。
・仕事、お金が回る仕組みなど社会を体験できる点。とても学びが多い。
・親が口を出せない場を作ってあげたいので。
・他にこのようなイベントはないし、子どもがとても楽しみにしているので。
・毎年楽しみにしています。今幼稚園の子も小学生になったら参加したいと言っています。

５ イベントの改善点があれば教えてください（抜粋）。

6ー2 来年も「Mini Mini Midori プラス SDGs」を実施してほしいと思いますか（理由・抜粋）。

・大人も（１つだけ）体験させてほしい。

・今回は大人が見られるスペースがあったのはよかったが、会場が狭い＆色々なところに分かれていたため、子どもには分かりにくかった。一目で見渡せる場所だとよかっ
た。

・アナウンスが子どもには難しいのでは。アルバイト、給料・・・低学年には分からないのでは。

・舞台上の⻑い列、待ち時間を有効に使えるともっと充実するかなと感じました。
・仕事の種類や数を増やしたり、仕事の申込み待ちが少なくなったらいいですね。
・ジョブセンターの列の⻑さ！３階のブースに気づいていない人が多い。お店を増やす、効率よく遊べるとよいと思います。
・１年生で初めての参加だったので、分かりづらく初めは泣きそうだった。ルールの説明を事前にプリントや動画で親に知らせてほしかった。家で練習したかった。
・子ども主体の企画と思うが、大人が１人で参加している子どものフォローや親が子どもと話ができるタイミングがあれば良いと感じた。
・１年生にはまだ理解できない部分があるので（言葉や仕組み）、もう少し補助係がほしかった。
・スタッフとお客さんが分かりにくい。誰がスタッフか分かるようになっているとよいのでは。
・混雑で順番を守れない子どもがいたので、時間帯を分けるなどしてほしい。

・子どもが楽しく参加できなかったから。子どもがSDGsをどれほど理解
できたのか不明。

・SDGsと言えばよい、みたいなのは安直で好きではない。思考停止。お
教の類。

・この場所で実施するには、改善点があり、それをクリアしないと混み
合いは変わらない。

・今年初めて参加だったので、続けていただければ２、３回と仕組みを理解した上で参加できる
からです。

・アルバイトしている人とそうでない人の区別がつきにくい。腕章つけるとか。

・参加人数が多すぎる。何もしてない子にフォローした方がよい。店側の担当が分かりにくい。ユニフォームやビブスがあるとよい。
・入場してすぐ仕事を探す人の列が⻑く、ほとんど動かなかったので、改善するとよいのではないでしょうか。

・低学年の子どもには少し難しそうだったので、サポートがあるとよいかなと思いました。

・導線がイマイチ。１回あたりの子どもの定員が少し多いと思う。保護者のリストバンドが一部の人には分かりにくく、混雑していた様子。
・ジョブセンターに人が多く並んでおり、並ぶ時間が⻑く、遊ぶ時間が少なくなってしまいました。

・スタッフや実行委員が分かりやすい服装だといい。
・観覧席が食事禁止であることが親に伝わっていなかった。張り紙があるとよい。
・受付時、外で列になったが、日向で危ない。２列に並ぶなど工夫してほしい。
・最初は子どもが⼾惑っているように見えた。困っている子へのフォローがあるとよい。

実施してほしい
94.1%

どちらでもよい
5.9%

実施してほしい：128人
どちらでもよい：８人
実施してほしくない：０人
無回答：９人
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７ あなたは、脱炭素につながる取り組みについて関心がありますか。 ８ あなたは普段の生活の中で、脱炭素につながる行動に取り組んでいますか。

9 あなたが普段の生活の中で取り組んでいる脱炭素につながる行動について、当てはまる番号に丸をつけてください（複数回答可）。

取り組んでいる：87人
取り組んでいないが、

今後取り組んでいきたい：45人
取り組んでいないし、

今後も取り組むつもりはない：５人
無回答：８人

取り組んでいる
63.5%

取り組んでいないが、
今後取り組んでいきたい

32.8%

取り組んでいないし、
今後も取り組むつもりはな

い
3.6%

関心があ
る

83.9%

関心がない
16.1%

関心がある：120人
関心がない：23人
無回答：２人

使い捨てのプラスチック製品（ストロー、スプーンなど）を
不要なときは受け取らない

21

8

16

38

42

50

55

60

64

64

93

移動には徒歩や自転車、公共交通機関を可能な限り利用する

資源物（牛乳パック、食品トレイ、ペットボトルなど）を
スーパーの店頭に持ち込むなど、リサイクルする

宅配便は時間指定や宅配ボックスを利用し、１回で受取る

環境に配慮された製品・商品を選んで購入する
（原料の調達や製造過程で環境に配慮しているものなど）

食べ残しや食品ロスを減らすために、食料の購入量を減らす

環境に配慮した電力会社を選んで契約する
（再生可能エネルギーで発電する会社など）

横浜産の野菜や果物を選んで購入する

花や木、野菜、緑のカーテンなどの植物を育てる

自宅の電気やガス、水の使用量を把握し、省エネ・節水に
取り組む

無回答
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●取り組んでいる番号

10 あなたはＳＤＧｓ(エスディージーズ)（持続可能な開発目標）につい
てどの程度知っていますか。 11 あなたは、SDGsに興味や関心がありますか。

12 あなたは普段の生活の中で、SDGsの目標達成に向けて意識的に行動していますか。

13 あなたが普段の生活の中で取り組んでいるSDGsの番号を教えてください。また、取り組んでいる内容について教えてください（複数回答可）。

意識的に行動
している
30.0%

意識的に行動していないが、
今後は意識していきたい

64.2%

意識的に行動していないし、
今後も意識するつもりはない

5.8%

内容ま
で知っ
ている
52.9%

名称だ
け聞い
たこと
がある
47.1%

意識的に行動している：36人
意識的に行動していないが、

今後は意識していきたい：77人
意識的に行動していないし、

今後も意識するつもりはない：７人
無回答：25人

4人

5人

11人

22人

15人

18人

12人

9人

3人

11人

14人

7人

19人

6人

8人

12人

12人

0 5 10 15 20 25

パートナーシップで目標を達成しよう 17

平和と公正をすべての人に 16

陸の豊かさも守ろう 15

海の豊かさを守ろう 14

気候変動に具体的な対策を 13

つくる責任 つかう責任 12

住み続けられるまちづくりを 11

人や国の不平等をなくそう 10

産業と技術革新の基礎をつくろう ９

働きがいも 経済成⻑も ８

エネルギーをみんなに そしてクリーンに ７

安全な水とトイレを世界中に ６

ジェンダー平等を実現しよう ５

質の高い教育をみんなに ４

すべての人に健康と福祉を ３

飢餓をゼロに ２

貧困をなくそう １

興味や関心がある
87.0％

興味や関心がない
13.0％

興味や関心がある：107人
興味や関心がない：16人
無回答：22人

内容まで知っている：64人
名称だけ聞いたことがある：57人
全く知らない：０人
無回答：24人
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14 あなたはSDGsの17の目標のうち、今後取り組んでいきたいと思う番号はどれ
ですか（複数回答可）

●取り組んでいる内容

●取り組んでいる内容

１番 貧困をなくそう
・寄付や募金を行う
・フードバンクへの寄付

２番 飢餓をゼロに
・賞味期限の短いものから購入する
・こども食堂への寄付（食品）

３番 すべての人に健康と福祉を
・ユニセフのワクチン（ペットボトルキャップ）
・健康診断を受けている

４番 質の高い教育をみんなに
・横浜市や様々な教育の機会を利用している
・教育についての学習

５番 ジェンダー平等を実現しよう
・テレビのニュースで取り上げられた時などジェンダーの意味を話

している
・男の子だから、女の子だからと言わない
・絵本などを通して子どもにも理解できるように話をする

６番 安全な水とトイレを世界中に
・お風呂のお湯の再利用
・水をなるべく汚さないよう皿はふいてから洗う

７番 エネルギーをみんなに そしてクリーンに
・自然にかえる洗剤や材料が使われているものを買う
・節電
・なるべく車より自転車を使っている
・再生可能な資源はなるべくリサイクルに出す

８番 働きがいも 経済成⻑も
・地球環境に配慮した会社を応援し、不便さや値段より優先してサー

ビスやを購入する
・障がい者雇用
・安いものばかり買わず、その値段には意味があると思うものを買う
・ワークエンゲージメントの意識

９番 産業と技術革新の基礎をつくろう
・新技術開発の手助け

１０番 人や国の不平等をなくそう
・フェアトレードの商品を見つけている

１１番 住み続けられるまちづくりを
・緑区の緑地化を応援しています。中山小学校のPTA活動に参加して街

づくり一緒に行う。
・自分勝手な行動は慎む
・地域の活動への参加
・きれいに街を保つ

１２番 つくる責任 つかう責任
・リサイクルできないものは購入しない
・物を大切に、３Rに取り組む
・家庭で使う物を購入検討をする際、⻑く使えるもの、手放すその時

のことまで考える
・壊れるまで使う、使えるものはリサイクルや寄付
・無駄なものを買わない、買ったらしっかり使う

１３番 気候変動に具体的な対策を
・省エネ、電気を使わない工夫をする
・脱炭素に向けてリサイクル、プラごみ削減（マイボトル

等）
・エアコンを使用する際、温度を１度、無理ない程度に調

整する
・再エネを利用する。火力発電に対し廃止を求める署名活

動など
１４番 海の豊かさを守ろう
・プラスチックごみについて考えたり、自然や動物を保護

するための活動やニュースに触れる機会を多くつくる
・海でのごみ拾い参加

１５番 陸の豊かさも守ろう
・無農薬の野菜を定期購入している
・環境に配慮した製品を選んでいる
・コンポスト・家庭菜園

１６番 平和と公正をすべての人に
・公正に取引されているバナナを買う
・選挙に行っている

１７番 パートナーシップで目標を達成しよう
・SDGs活動への積極的参加

20人
19人

35人
31人

15人
19人

16人
27人

6人
25人

41人
23人

25人
25人

13人
22人

3人

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

貧困をなくそう １
飢餓をゼロに ２

すべての人に健康と福祉を ３
質の高い教育をみんなに ４

ジェンダー平等を実現しよう ５
安全な水とトイレを世界中に ６

エネルギーをみんなに そしてクリーンに ７
働きがいも 経済成⻑も ８

産業と技術革新の基礎をつくろう ９
人や国の不平等をなくそう 10

住み続けられるまちづくりを 11

つくる責任 つかう責任 12

気候変動に具体的な対策を 13

海の豊かさを守ろう 14

陸の豊かさも守ろう 15

平和と公正をすべての人に 16

パートナーシップで目標を達成しよう 17
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■入場時 ■入場時

■受付 ■受付

■学校 ■学校
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■会場入場シーン ■1班「銀⾏・税務署」

■1班「銀⾏・税務署」 ■1班「銀⾏・税務署」

■ジョブセンター ■求人ボード

実施状況写真-2



62

■２班「KT I 雑貨店」 ■２班「KT I 雑貨店」

■３班「きらきら工作店」 ■３班「きらきら工作店」

■4班「みどりゲームセンター」 ■4班「みどりゲームセンター」

実施状況写真-3



63

■５班「わくわくショップ」 ■５班「わくわくショップ」

■６班「カフェ・〇〇」 ■６班「カフェ・〇〇」

■会場内風景 ■会場内風景

実施状況写真-4
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■SDGsへの取り組みパネル展展⽰ ■SDGsへの取り組みパネル展展⽰

■大型モニターによる発表映像放映 ■株式会社村田製作所ブース

■株式会社村田製作所ブース ■株式会社村田製作所ブース

実施状況写真-5



65

■無印良品 500 ビーンズ中⼭ブース ■無印良品 500 ビーンズ中⼭ブース

■無印良品 500 ビーンズ中⼭ブース ■東洋英和⼥学院大学ブース

■東洋英和⼥学院大学ブース ■東洋英和⼥学院大学ブース

実施状況写真-6



66

■⼭中横浜市⻑と河野教授 ■⼭中横浜市⻑展⽰視察

■⼭中横浜市⻑視察 ■⼭中横浜市⻑挨拶

■終了時挨拶 ■集合写真

実施状況写真-7
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